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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される画像データに応じて表示画像を生成する表示画像生成手段と、該表示画像に
おける第１の表示領域と第２の表示領域とにそれぞれ異なる特定の視野角を与える視差バ
リア手段と、視差バリア手段の効果の有効／無効を切り替えることで第１の表示状態、第
２の表示状態を切り替える切替手段とを有する液晶表示パネルにおいて、
　各画素毎に反射表示のための反射領域と透過表示のための透過領域とを有し、
　上記反射領域に設けられた反射電極よりも表示面側であり、かつ、上記反射領域に対応
する箇所にのみ、透過光に散乱効果を与えるディフューザー処理層が設けられている反射
透過型液晶表示パネルを、上記表示画像生成手段として用いることを特徴とする液晶表示
パネル。
【請求項２】
　上記ディフューザー処理層は、微粒子を混入された透明層であることを特徴とする請求
項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項３】
　さらに、透過領域および反射領域の両方に対応する箇所に形成される着色層と上記反射
領域に対応する箇所にのみ形成される透明層とを有するカラーフィルタを備えており、
　上記ディフューザー処理層は、上記透明層の少なくとも一部をディフューザー処理層と
して兼用することによって反射領域に対応する箇所にのみ施されることを特徴とする請求
項２に記載の液晶表示パネル。
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【請求項４】
　上記カラーフィルタでは、上記反射領域にて上記着色層に開口部が設けられており、該
開口部には透明層が形成されていることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示パネル。
【請求項５】
　上記カラーフィルタでは、上記反射領域における着色層の層厚が、上記透過領域におけ
る着色層の層厚よりも小さくなるように設定されていることを特徴とする請求項３に記載
の液晶表示パネル。
【請求項６】
　上記カラーフィルタでは、反射領域に対応する箇所と透過領域に対応する箇所とで表面
段差が生じており、この表面段差によって反射領域における液晶層厚が、透過領域におけ
る液晶層厚よりも小さくなるように設定されていることを特徴とする請求項３に記載の液
晶表示パネル。
【請求項７】
　上記請求項１ないし６の何れか１項に記載の液晶表示パネルを備えていることを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項８】
　上記液晶表示パネルの第１の表示状態時では第１の表示領域および第２の表示領域のそ
れぞれに右目用画像および左目用画像を表示する３Ｄ表示を行い、第２の表示状態時では
全画面領域で一つの画像を表示する２Ｄ表示を行うことを特徴とする請求項７に記載の液
晶表示装置。
【請求項９】
　上記液晶表示パネルの第１の表示状態時では第１の表示領域および第２の表示領域のそ
れぞれに異なる映像ソースを表示する画面表示を行い、第２の表示状態時では全画面領域
で同一の映像ソースを表示する画面表示を行うことを特徴とする請求項７に記載の液晶表
示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、２Ｄ表示と３Ｄ表示との切替を可能とする２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表
示パネルのように、複数の視点に対して異なる画像を表示する表示状態と全画面領域で一
つの画像を表示する表示状態とを切替可能な液晶表示パネルにおいて表示用液晶パネルと
して使用される反射透過型液晶表示パネル、並びに、該反射透過型液晶表示パネルを用い
た液晶表示パネルおよび液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　通常の視界において、人間の２つの目は、空間的に離れて頭部に位置していることから
、２つの異なる視点から見た像を知覚しており、人間の脳は、これらの２つの像の視差に
よって立体感を認識する。そして、この原理を利用し、観察者の左右それぞれの目に異な
る視点から見た像を視認させることで視差を与え、３Ｄ（立体三次元）表示を行う液晶表
示装置が開発されている。
【０００３】
　３Ｄ表示を行う液晶表示装置においては、視点の異なる像を観察者の左右の目に供給す
るために、表示画面上における左眼用の像および右目用の像を、例えば色、偏光状態また
は表示時刻によってエンコードし、観察者が着用する眼鏡状のフィルタシステムによって
これらを分離して、各々の目に対応する像のみを供給するようにしたものがある。
【０００４】
　また、液晶表示装置の表示パネル１０１に光の透過領域と遮断領域とがストライプ状に
形成された視差バリア１０１を組み合わせ、観察者側においてフィルタシステム等の視覚
的補助具を使用しなくても３Ｄ画像が認識される（自動立体表示）ようにした液晶表示装
置もある。すなわち、表示パネル１０１にて生成される右目用画像および左目用画像に対
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して視差バリア１０２によって特定の視野角が与えられ（図８（ａ）参照）、空間上の特
定の観察領域からであれば、各々の目に対応する像のみが視認され、観察者において３Ｄ
画像が認識される（図８（ｂ）参照）。
【０００５】
　このように、液晶表示装置に視差バリアを設けることにより、自動立体表示を行う装置
は、例えば特許文献１または特許文献２において開示されている。尚、上記特許文献１で
は、視差バリアとしてパターン化位相差板を用いた構成が開示されている。
【０００６】
　また、上述のような視差バリアを備えた液晶表示装置において、視差バリアの効果を有
効／無効を切り替える手段をスイッチング液晶層等で設けることにより、３Ｄ表示と２Ｄ
表示（平面表示）とを電気的に切り替えることができる装置が例えば特許文献３において
開示されている。すなわち、特許文献３の装置ではスイッチング液晶層のＯＮ／ＯＦＦに
より、視差バリアの効果を有効とした場合に３Ｄ表示を行い、視差バリアの効果を無効と
した場合に２Ｄ表示を行う。
【０００７】
　一方、近年では、１つの液晶表示画面で反射表示も透過表示も可能である反射透過型液
晶表示装置が開発されている。このような反射透過型液晶表示装置は、周囲が明るいとき
は外光を用いた反射表示によって良好な表示を低消費電力で実現でき、また周囲が暗くな
るとバックライトを点灯する透過表示によって良好な表示を得られる。
【０００８】
　従来の反射透過型液晶表示装置は、特許文献４で示されるような方式が一般的である。
特許文献２に開示されている液晶表示装置は、図９に示すように、互いに直交して配置さ
れる複数のゲートバスライン１１１および複数のソースバスライン１１２の各交点に、ス
イッチング素子（図示せず）を介して画素電極をマトリクス状に配置してなる構成である
。
【０００９】
　また、上記画素電極は電気的に接続される透明電極および反射電極からなり、これらの
電極は、ゲートバスライン１１１、ソースバスライン１１２およびスイッチング素子の上
に透明絶縁層（図示せず）を形成し、該透明絶縁層の上に透明電極、さらにその上に反射
電極を形成し、該反射電極の一部に光透過用の穴を形成した構成となっている。上記液晶
表示装置では、反射電極の形成領域（すなわち反射領域：図中、斜線部にて示す）１１３
にて反射表示を行い、反射電極に設けられた穴を透過領域（図中、射影部にて示す）１１
４として透過表示を行っている。
【００１０】
　上述のような反射表示を行う液晶表示装置では、反射電極における像の映り込みを避け
るため微小な凹凸が形成される。反射電極に形成されるこのような凹凸は、本来ランダム
パターンとして形成されるべきであるが、実際には形成工程の簡略化のため、同一パター
ンの繰り返しによって上記凹凸が形成される。そして、上記凹凸が同一パターンの繰り返
しとして周期を持つ場合、反射電極における反射光は周期的な干渉による模様、いわゆる
モワレを生じさせ、画像品位を低下させる。
【００１１】
　上述のモワレ現象を解消するため、反射表示を行う液晶表示装置では、通常、ディフュ
ーザー処理が施される。ディフューザー処理とは、液晶表示パネルの表示面側に偏光板を
貼り付けるための粘着層において微粒子を混入し、該微粒子の光散乱効果によってモワレ
現象を防止しようとするものである。
【特許文献１】特開平１０－２２９５６７号公報（公開日平成１０年８月２５日）
【特許文献２】特開平１１－９５１６７号公報（公開日平成１１年４月９日）
【特許文献３】特開平１０－１２３４６１号公報（公開日平成１０年５月１５日）
【特許文献４】特開平１１－１０１９９２号公報（公開日平成１１年４月１３日）
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　ところが、上記従来の構成では、２Ｄ／３Ｄ切替機能と反射透過機能とを同一の液晶表
示パネルにて組み合わせて用いようとする場合には、以下に示すような問題が生じる。
【００１３】
　３Ｄ表示においては、上記図８にて説明したように、バックライトから照射されて液晶
表示パネルを透過する光の直進性が利用されるため、３Ｄ表示時には各画素の反射領域は
用いられず透過領域のみが使用される。また、２Ｄ表示時においてモワレ現象を防止する
ためのディフューザー処理は、液晶表示パネルの全面に施されるため、透過領域において
もその効果は及ぶこととなる。
【００１４】
　しかしながら、上記ディフューザー処理は液晶表示パネルの表示面側から出射される光
に対して散乱効果を与えるものであるため、液晶表示パネルの透過領域からの出射光に散
乱性が与えられると、光の直進性を利用する３Ｄ表示時にはその表示性能が著しく低下す
る。
【００１５】
　すなわち、同一の液晶表示パネルにおいて、２Ｄ／３Ｄ切替機能と反射透過機能とを組
み合わせて用いようとする場合、２Ｄ表示におけるモワレ防止と良好な３Ｄ表示とを同時
に達成することができないという問題がある。
【００１６】
　本発明は、上記の問題点を解決するためになされたもので、その目的は、例えば２Ｄ／
３Ｄ切替機能と反射透過機能とを有するような液晶表示パネルにおいて、２Ｄ表示におけ
るモワレ防止と良好な３Ｄ表示とを同時に実現することができる液晶表示パネルを提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の液晶表示パネルは、上記の課題を解決するために、入力される画像データに応
じて表示画像を生成する表示画像生成手段と、該表示画像における第１の表示領域と第２
の表示領域とにそれぞれ異なる特定の視野角を与える視差バリア手段と、視差バリア手段
の効果の有効／無効を切り替えることで第１の表示状態、第２の表示状態を切り替える切
替手段とを有する液晶表示パネルにおいて、各画素毎に反射表示のための反射領域と透過
表示のための透過領域とを有し、上記反射領域に対応する箇所にのみディフューザー処理
が施されている反射透過型液晶表示パネルを、上記表示画像生成手段として用いることを
特徴としている。
【００１８】
　また、上記液晶表示パネルにおいては、さらに、透過領域および反射領域の両方に対応
する箇所に形成される着色層と上記反射領域に対応する箇所にのみ形成される透明層とを
有するカラーフィルタを備えており、上記ディフューザー処理は、上記透明層の少なくと
も一部をディフューザー処理層として兼用することによって反射領域に対応する箇所にの
み施される構成とすることが好ましい。
【００１９】
　また、上記液晶表示パネルにおいては、上記カラーフィルタでは、上記反射領域にて上
記着色層に開口部が設けられており、該開口部には透明層が形成されている構成とするこ
とが好ましい。
【００２０】
　また、上記液晶表示パネルにおいては、上記カラーフィルタでは、上記反射領域におけ
る着色層の層厚が、上記透過領域における着色層の層厚よりも小さくなるように設定され
ている構成とすることが好ましい。
【００２１】
　また、上記液晶表示パネルにおいては、上記カラーフィルタでは、反射領域に対応する
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箇所と透過領域に対応する箇所とで表面段差が生じており、この表面段差によって反射領
域における液晶層厚が、透過領域における液晶層厚よりも小さくなるように設定されてい
る構成とすることが好ましい。
【００２２】
　また、上記液晶表示パネルにおいては、透過領域における液晶層厚が反射領域における
液晶層厚の２倍となるように設定されている構成とすることが好ましい。
【００２４】
　また、本発明の液晶表示装置は、上記の課題を解決するために、上述の液晶表示パネル
を備えていることを特徴としている。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明の液晶表示パネルは、以上のように、上記反射領域に対応する箇所にのみディフ
ューザー処理が施されている構成である。
【００２６】
　それゆえ、反射領域に対応する箇所にのみディフューザー処理が施されることにより、
透過領域においてはディフューザー処理による散乱効果が生じず、例えば２Ｄ／３Ｄ切替
表示を行うような利用形態において、表示光における直進性が阻害されず良好な３Ｄ表示
性能を得ることができ、２Ｄ表示におけるモワレ防止と良好な３Ｄ表示とを同時に実現す
ることができるといった効果を奏する。
【００２７】
　また、上記液晶表示パネルにおいては、さらに、透過領域および反射領域の両方に対応
する箇所に形成される着色層と上記反射領域に対応する箇所にのみ形成される透明層とを
有するカラーフィルタを備えており、上記ディフューザー処理は、上記透明層の少なくと
も一部をディフューザー処理層として兼用することによって反射領域に対応する箇所にの
み施される構成とすることが好ましい。
【００２８】
　それゆえ、上記カラーフィルタが着色層と透明層とで形成されるため、反射領域に対応
する箇所に形成される上記透明層によって、カラーフィルタにおける光学濃度や液晶層に
おける光学作用の差が反射領域と透過領域とで抑制されるような調節が可能となる。そし
て、上記透明層をディフューザー処理層として兼用することにより、ディフューザー処理
を新たに形成することなく、すなわち該ディフューザー処理層を形成するための工程の増
加を招くことなく、上記ディフューザー処理を反射領域に対応する箇所にのみ施すことが
できるといった効果を奏する。
【００２９】
　また、上記液晶表示パネルにおいては、上記カラーフィルタでは、上記反射領域にて上
記着色層に開口部が設けられており、該開口部には透明層が形成されている構成とするこ
とが好ましい。
【００３０】
　それゆえ、反射領域のカラーフィルタにおける光学濃度を下げることで、反射領域と透
過領域とでカラーフィルタにおける光学濃度の差を抑制することができるといった効果を
奏する。
【００３１】
　また、上記液晶表示パネルにおいては、上記カラーフィルタでは、上記反射領域におけ
る着色層の層厚が、上記透過領域における着色層の層厚よりも小さくなるように設定され
ている構成とすることが好ましい。
【００３２】
　それゆえ、反射領域のカラーフィルタにおける光学濃度を下げることができ、反射領域
と透過領域とでカラーフィルタにおける光学濃度の差を抑制することができるといった効
果を奏する。
【００３３】
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　また、上記液晶表示パネルにおいては、上記カラーフィルタでは、反射領域に対応する
箇所と透過領域に対応する箇所とで表面段差が生じており、この表面段差によって反射領
域における液晶層厚が、透過領域における液晶層厚よりも小さくなるように設定されてい
る構成とすることが好ましい。
【００３４】
　それゆえ、反射領域における液晶層厚を透過領域における液晶層厚よりも小さくするこ
とで、反射領域と透過領域とで光の光路長差を抑制でき、液晶層における光学作用の差を
抑制することができるといった効果を奏する。
【００３５】
　また、上記液晶表示パネルにおいては、透過領域における液晶層厚が反射領域における
液晶層厚の２倍となるように設定されている構成とすることが好ましい。
【００３６】
　それゆえ、反射領域と透過領域とで光の光路長の差を無くすことができ、液晶層におけ
る光学作用を等しくすることができるといった効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　本発明の実施の一形態について図１ないし図７に基づいて説明すれば、以下の通りであ
る。尚、以下の説明では、本発明を２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表示パネルに適用した場合を例
示する。すなわち、２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表示パネルでは、視差バリア手段の効果を有効
とする第１の表示状態にて３Ｄ表示を行い、視差バリア手段の効果を無効とする第２の表
示状態にて２Ｄ表示を行うことができる。
【００３８】
　先ず、本実施の形態に係る２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表示パネルの概略構成を図２に示す。
上記２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表示パネルは２Ｄ／３Ｄ切替機能を有するため、図２に示すよ
うに、表示用液晶パネル１０、パターン化位相差板２０、スイッチング液晶パネル３０を
貼り合わせた構成となっている。
【００３９】
　表示用液晶パネル１０は、ＴＦＴ液晶表示パネルとして具備されており、第１の偏光板
１１、対向基板１２、液晶層１３、アクティブマトリクス基板１４、および第２の偏光板
１５が積層されてなり、アクティブマトリクス基板１４には、表示を行うべき画像に対応
した画像データがＦＰＣ（Flexible Printed Circuits）等の配線５１を介して入力され
る。
【００４０】
　すなわち、上記表示用液晶パネル１０は、画像データに応じた表示画面を生成する表示
画像生成手段として備えられている。また、上記表示用液晶パネル１０は、反射透過型液
晶表示パネルとして具備されるものであるが、その詳細な構成については後述する。尚、
表示画面を生成する機能を有するものであれば、表示用液晶パネル１０における表示方式
（ＴＮ方式やＳＴＮ方式）や駆動方式（アクティブマトリクス駆動やパッシブマトリクス
駆動）は特に限定されるものではない。
【００４１】
　パターン化位相差板２０は、視差バリアの一部として機能するものであり、図３（ａ）
に示すように、透明基板２１上に配向膜２２を形成し、さらにその上に液晶層２３を積層
してなる構成である。また、上記パターン化位相差板２０のアクティブエリアにおいては
、図３（ｂ）に示すように、それぞれ、偏光状態の異なる第１の領域２０Ａ（図中、斜線
部にて示す）と第２の領域２０Ｂ（図中、射影部にて示す）とが交互にストライプ状に形
成されている。
【００４２】
　スイッチング液晶パネル３０は、駆動側基板３１、液晶層３２、対向基板３３、および
第３の偏光板３４が積層されてなり、駆動側基板３１には液晶層３２のＯＮ時に駆動電圧
を印加するための配線５２が接続されている。
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【００４３】
　スイッチング液晶パネル３０は、液晶層３２のＯＮ／ＯＦＦに応じて該スイッチング液
晶パネル３０を透過する光の偏光状態を切り替える切替手段として配置されている。すな
わち、スイッチング液晶パネル３０は、２Ｄ表示時と３Ｄ表示時とで、該スイッチング液
晶パネル３０を透過する光への光学変調作用を異ならせる。尚、スイッチング液晶パネル
３０は表示用液晶パネル１０のようにマトリクス駆動される必要は無く、駆動側基板３１
および対向基板３３に備えられる駆動電極は該スイッチング液晶パネル３０のアクティブ
エリア全面に形成されればよい。
【００４４】
　次に、上記構成の２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表示パネルの２Ｄ／３Ｄ切替機能に係る表示動
作について説明する。
【００４５】
　先ず、図２に示す２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表示パネルにおいて、各構成部材の光学軸の方
向を図４にて例示する。尚、図４において示される光学軸は、液晶パネルおよび位相差板
では配向膜における遅相軸の方向（すなわち、配向膜のラビング方向）、偏光板では透過
軸の方向である。
【００４６】
　図４の構成では、光源から出射された入射光は、最初に、スイッチング液晶パネル３０
の第３の偏光板３４によって偏光される。また、スイッチング液晶パネル３０は、３Ｄ表
示時においてはＯＦＦ状態で１／２波長板として作用する。
【００４７】
　また、スイッチング液晶パネル３０を通過した光は、次にパターン化位相差板２０に入
射される。パターン化位相差板２０の第１の領域２０Ａと第２の領域２０Ｂとでは、その
ラビング方向、すなわち遅相軸の方向が異なるため、第１の領域２０Ａを通過した光と第
２の領域２０Ｂを通過した光とでは、その偏光状態が異なる。図４の例では、第１の領域
２０Ａを通過した光と第２の領域２０Ｂを通過した光との偏光軸が９０°異なっている。
また、パターン化位相差板２０は、液晶層２３の複屈折異方性と膜厚により１／２波長板
として作用するように設定されている。
【００４８】
　パターン化位相差板２０を通過した光は、表示用液晶パネル１０の第２の偏光板１５に
入射される。３Ｄ表示時には、パターン化位相差板２０の第１の領域２０Ａを通過した光
の偏光軸は第２の偏光板１５の透過軸と平行であり、第１の領域２０Ａを通過した光は偏
光板１５を透過する。一方で、第２の領域２０Ｂを通過した光の偏光軸は第２の偏光板１
５の透過軸と９０°の角度をなし、第２の領域２０Ｂを通過した光は偏光板１５を透過し
ない。
【００４９】
　すなわち、図４の構成では、パターン化位相差板２０との第２の偏光板１５との関連し
た光学作用によって視差バリア（視差バリア手段）の機能が達成され、パターン化位相差
板２０における第１の領域２０Ａが透過領域、第２の領域２０Ｂが遮断領域となる。
【００５０】
　第２の偏光板１５を通過した光は、表示用液晶パネル１０の液晶層１３において黒表示
を行う画素と白表示を行う画素とで異なる光学変調を受け、白表示を行う画素によって光
学変調を受けた光のみが第１の偏光板１１を透過することで画像表示が行われる。
【００５１】
　この時、上記視差バリアの透過領域を通過することや特定の視野角が与えられた光が、
表示用液晶パネル１０において右目用画像および左目用画像のそれぞれに対応する画素を
通過することで右目用画像と左目用画像とが異なる視野角に分離され、３Ｄ表示が行われ
る。すなわち、表示用液晶パネル１０では、右目用画像に対応する画素によって構成され
る領域、および左目用画像に対応する画素によって構成される領域のそれぞれが、第１の
表示領域および第２の表示領域となる。
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【００５２】
　また、２Ｄ表示が行われる場合には、スイッチング液晶パネル３０がＯＮされ、該スイ
ッチング液晶パネル３０を通過する光に対して光学変調が与えられない。スイッチング液
晶パネル３０を通過した光は、次にパターン化位相差板２０を通過することで、第１の領
域２０Ａを通過した光と第２の領域２０Ｂを通過した光とで異なる偏光状態が与えられる
。
【００５３】
　しかしながら、２Ｄ表示の場合では、３Ｄ表示の場合とは異なり、スイッチング液晶パ
ネル３０での光学変調作用が無いため、パターン化位相差板２０を通過した光の偏光軸は
、第２の偏光板１５の透過軸に対して、左右対称の角度のずれが生じることとなる。この
ため、パターン化位相差板２０の第１の領域２０Ａを通過した光、第２の領域２０Ｂを通
過した光ともに、第２の偏光板１５を同じ透過率で透過し、パターン化位相差板２０と第
２の偏光板１５との関連した光学作用による視差バリアの機能が達成されず（特定の視野
角が与えられない）、２Ｄ表示となる。
【００５４】
　次に、表示用液晶パネル１０の具体的構成について図１を参照して説明する。上述した
ように、表示用液晶パネル１０は、２Ｄ表示と３Ｄ表示との切替を可能とする上記２Ｄ／
３Ｄ切替型液晶表示パネルにおいて、表示用液晶パネルとして使用される反射透過型液晶
表示パネルである。尚、図１は一画素分の断面構造を表わしている。
【００５５】
　表示用液晶パネル１０は、図１に示すように、互いに対向配置された前後一対の基板(
すなわち、図２に示す対向基板１２およびアクティブマトリクス基板１４）と、これらの
基板間に保持される電気光学層としての液晶層１３とによって構成されている。尚、図１
においては、図２で示される第１の偏光板１１および第２の偏光板１５の図示を省略して
いる。また、表示用液晶パネル１０は第２の偏光板１５とアクティブマトリクス基板１４
との間および第１の偏光板１１と対向基板１２との間に１枚もしくは複数枚の位相差板を
入れることにより、液晶層１３の屈折率異方性との間で光学補償を行ってもよい。また、
第１の偏光板１１と対向基板１２との間にのみ位相差板を入れることで光学補償すること
も可能である。
【００５６】
　最初に、アクティブマトリクス基板１４の具体的構成について説明する。アクティブマ
トリクス基板１４は、表示用液晶パネル１０の光入射面側（光源の配置側）から順に、透
明基板１４１、透明絶縁層１４２、透明電極１４３、反射電極１４４、および配向膜１４
５が積層されて構成されている。
【００５７】
　尚、透明電極１４３および反射電極１４４を駆動するための走査バスライン、データバ
スライン、およびスイッチング素子については、図１では図示を省略しているが、実際に
は透明絶縁層１４２の下層において形成されており、透明電極１４３および反射電極１４
４は透明絶縁層１４２に形成されたコンタクトホールを介してスイッチング素子のドレイ
ンと電気的に接続されている。また、スイッチング素子については、反射電極の下層に配
置される位置関係とすれば、開口率の向上が図れる。
【００５８】
　図１の例では、アクティブマトリクス基板１４側の画素電極は、ＩＴＯ（Indium Tin O
xide）等からなる透明電極１４３および金属膜からなる反射電極１４４によって構成され
ている。そして、透明電極１４３は画素領域の全面において形成されているが、反射電極
１４４は透明電極１４３上に画素領域の一部において形成されている。
【００５９】
　これにより各画素は、反射電極１４４の形成領域と非形成領域とに平面分割され、反射
電極１４４の形成領域が反射領域、非形成領域が透過領域として作用する。また、反射電
極１４４は、像の写り込みを回避するために微小な凹凸面を有している必要がある。この
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ため、透明絶縁層１４２では、反射電極１４４の形成領域に対応する箇所に凹凸面が形成
されており、反射電極１４４はこの凹凸面上に形成されている。また、透明電極１４３お
よび反射電極１４４からなる画素電極の上には配向膜１４５が成膜されている。
【００６０】
　このように、本実施の形態に係る表示用液晶パネル１０では、アクティブマトリクス基
板１４に形成された画素電極は透明電極１４３と反射電極１４４とのハイブリッド構成と
なっている。ここで、上記図１の例では、反射電極１４４が透明絶縁層１４２の凹凸面上
で、かつ、透明電極１４３上に形成(電気的にも接続)されているが、反射電極１４４の下
層において透明電極１４３は必ずしも形成されていなくてもよい。例えば、透明電極１４
３と反射電極１４４とが、それぞれの端(境界)の一部でのみ重なる構造により電気的に接
続されていてもよい。
【００６１】
　次に、対向基板１２の具体的構成について説明する。対向基板１２は、表示用液晶パネ
ル１０の光出射面側（表示面側）から順に、透明基板１２１、カラーフィルタ１２２、対
向電極１２３、配向膜１２４が積層されて構成されている。
【００６２】
　表示用液晶パネル１０では、対向基板１２における対向電極１２３とアクティブマトリ
クス基板１４における画素電極（透明電極１４３および反射電極１４４）とが互いに対向
する部分に画素が形成され、この画素に整合して対向基板１２にカラーフィルタ１２２が
設けられている。
【００６３】
　図１に示す構成において、上記カラーフィルタ１２２は、着色層１２２ａと透明層１２
２ｂとの積層構造を有している。着色層１２２ａは、反射領域の一部において開口部を有
しており、その開口部上に透明層１２２ｂが形成されている。また、透明層１２２ｂはア
クティブマトリクス基板１４の反射電極１４４にのみ対向して形成されており（すなわち
透明層１２２ｂは反射領域にのみ形成されており）、透過領域と反射領域との間でカラー
フィルタ１２２に段差が生じるように形成されている。
【００６４】
　また、アクティブマトリクス基板１４における配向膜１４５と対向基板１２における配
向膜１２４とは、その間に保持する液晶層１３を例えば水平配向するものである。また、
液晶層１３には、液晶の複屈折性を利用して入射光の通過／遮断を制御するＥＣＢ（Elec
trically Controlled Birefringence）モードの液晶が用いられている。
【００６５】
　上記表示用液晶パネル１０では、カラーフィルタ１２２の透明層１２２ｂにおいてのみ
ディフューザー処理が施されている。すなわち、透明層１２２ｂを形成する樹脂（例えば
アクリル系樹脂等）に微粒子（シリカ、もしくは前記アクリル系樹脂と屈折率を変えた球
状形状等のアクリル系樹脂）が混入され、該透明層１２２ｂを透過する光に対して散乱性
が与えられる。また、透明層１２２ｂは、反射電極１４４にのみ対向して形成されている
ことから、上記ディフューザー処理による効果は反射領域においてのみ作用する。
【００６６】
　ここで、ディフューザー処理は、反射電極１４４の表面に形成された微小な凹凸パター
ンでの反射光において発生するモワレ現象を光の散乱効果によって防止することを目的と
するものである。つまり、モワレ現象の発生しない透過領域においては、ディフューザー
処理による散乱効果が得られなくても表示上の問題は無い。
【００６７】
　一方、上述のような反射透過型の表示用液晶パネル１０を、図２で示す２Ｄ／３Ｄ切替
型液晶表示パネルに用いる場合、上記透過領域は２Ｄ表示および３Ｄ表示の両方において
表示に用いられる。そして、３Ｄ表示時には光の直進性が利用されるため、その表示光に
散乱性が与えられることは３Ｄ表示性能を著しく低下させる。これに対し、上記構成の表
示用液晶パネル１０では、透過領域においてディフューザー処理による散乱効果が生じな
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いため、表示光における直進性が阻害されず良好な３Ｄ表示性能を得ることができる。
【００６８】
　以上のように、本実施の形態に係る表示用液晶パネルでは、ディフューザー処理による
効果を与える層（以下、ディフューザー処理層と称する）をカラーフィルタにおいて設け
ているが、本発明はこれに限定されるものではない。すなわち、本発明の２Ｄ／３Ｄ切替
型液晶表示パネルは、表示用液晶パネルとして用いられる反射透過型液晶表示パネルの反
射領域においてのみディフューザー処理による効果が作用するものであればよく、例えば
反射領域のみに対応するディフューザー処理層が、カラーフィルタとは別の層として形成
されているものであってもよい。
【００６９】
　但し、ディフューザー処理層をカラーフィルタにおいて設ける場合、該ディフューザー
処理層を形成するための工程の増加を招くことなく、さらに、カラーフィルタを着色層と
透明層とによって形成することによる利点も併せて達成でき、該ディフューザー処理層の
形成箇所としては極めて好適である。ディフューザー処理層をカラーフィルタにおいて設
けた場合の利点について、以下に詳細に説明する。
【００７０】
　図１に示すカラーフィルタ１２２においては、着色層１２２ａ（例えばアクリル系の顔
料分散型感光性樹脂）が反射領域に開口部を有し、該開口部上に透明層１２２ｂが形成さ
れることにより、その開口部の面積・形状を最適に設定することで着色層１２２ｂの光学
濃度を透過領域と反射領域との間で調整することができる。
【００７１】
　すなわち、上述のような反射透過型液晶表示パネルでは、透過領域については、バック
ライトからの入射光がカラーフィルタを１回通過することにより所望の色再現性が得られ
る。また、反射領域については、表示面側から入射される外光がカラーフィルタを往復で
２回通過することにより所望の色再現性が得られる。
【００７２】
　ここで、上記透過領域と反射領域とで同じ層厚の着色層が開口部を有することなく形成
されている場合を仮定すると、反射領域では表示光となる外光がカラーフィルタを２回通
過するため、透過領域に比べてカラーフィルタによる光吸収率が大きくなり、色再現性が
低下する。
【００７３】
　これに対し、図１に示すようなカラーフィルタ１２２を用いた場合、反射領域の着色層
１２２ａにおいて開口部が設けられているため、外光はカラーフィルタ１２２を２回通過
しても過度の吸収を受けることはなく、高い反射率を維持でき、画面の明るさを実用レベ
ルに維持可能である。
【００７４】
　このように、上記カラーフィルタ１２２においては、着色層１２２の開口部が設けられ
ていることにより、透過型表示としての色純度を損なうことなく、反射型表示としての反
射率、色純度、明度の調整が自在に可能となり、透過領域と反射領域とで各々最適な光学
濃度を設計することができる。具体例を挙げれば、反射領域において着色層１２２ａの開
口部面積を該反射領域面積の約１／８とすれば、反射領域のカラーフィルタ１２２を２回
通過する光に対しての光吸収率と透過領域のカラーフィルタ１２２を１回通過する光に対
しての光吸収率とをほぼ等しくすることができる（透過領域と反射領域とで光学濃度を等
しくすることができる）。
【００７５】
　尚、図１の構成では、反射領域に対応して設けられる透明層は透明層１２２ｂの１層の
みであるが、図５に示すように、該透明層を２層構造とすることも可能である。図５の例
では、カラーフィルタ１２２の代わりにカラーフィルタ１２５を用いている以外は図１と
同様の構成である。
【００７６】
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　図５におけるカラーフィルタ１２５では、着色層１２５ａの構成は図１におけるカラー
フィルタ１２２の着色層１２２ａの構成と同じであるが、反射領域に対応して設けられて
いる透明層が、透明層１２５ｂ・１２５ｃの２層構造としなっている。そして、透明層１
２５ｂは、着色層１２５ａに設けられる開口部に対応しており、着色層１２５ａとの表面
段差が平坦となるように形成されている。また、透明層１２５ｃは、着色層１２５ａおよ
び透明層１２５ｂの表面上において、反射領域の全面と対応するように形成されている。
上記図５の構成では、透明層１２５ｃのみをディフューザー処理層として用いることがで
き、この場合、ディフューザー処理による効果を反射領域全面で均等にすることができる
。
【００７７】
　また、カラーフィルタにおいて、反射領域の光学濃度を調整する方法として、上述のよ
うに着色層に開口部を設ける以外に、図６に示すように、反射領域と透過領域とで着色層
の層厚を異ならせる方法も考えられる。すなわち、図６に示す対向基板１２のカラーフィ
ルタ１２６では、透明層１２６ｂを反射領域に対応して形成し、該透明層１２６ｂ上に形
成される着色層１２６ａの層厚を反射領域において薄くなるように形成している。図６の
例では、カラーフィルタ１２２の代わりにカラーフィルタ１２６を用いている以外は図１
と同様の構成である。また、図６の構成では、ディフューザー処理層は透明層１２６ｂが
兼用する。
【００７８】
　この例では、反射領域における着色層１２６ａの層厚を透過射領域における着色層１２
６ａの層厚の約１／２とすれば、反射領域のカラーフィルタ１２６を２回通過する光に対
しての光吸収率と透過領域のカラーフィルタ１２６を１回通過する光に対しての光吸収率
とをほぼ等しくすることができる（透過領域と反射領域とで光学濃度を等しくすることが
できる）。
【００７９】
　また、上記カラーフィルタ１２２，１２５または１２６においては、着色層および透明
層の形成により、反射領域と透過領域とで段差が生じる。そしてこの段差を利用して、反
射領域と透過領域とでの液晶層１３を通過する光の光学作用（リタデーション変化）の差
を抑制することができる。
【００８０】
　すなわち、上述のような反射透過型液晶表示パネルでは、透過領域については、バック
ライトからの入射光が液晶層１３を１回通過することにより所望の光学作用が得られる。
また、反射領域については、表示面側から入射される外光が液晶層１３を往復で２回通過
することにより所望の光学作用が得られる。
【００８１】
　ここで、上記透過領域と反射領域とで液晶層厚が同じである場合を仮定すると、反射領
域における光路長は透過領域における光路長の２倍の長さとなり、その光学作用に差が生
じて表示品位の低下に繋がる。
【００８２】
　これに対し、上記説明におけるカラーフィルタでは、透明層の形成により反射領域と透
過領域とで段差が生じるため、この段差によって液晶層１３の層厚が反射領域において透
過領域よりも小さくなる。つまり、反射領域における光路長と透過領域における光路長と
の差が小さくなり、反射領域と透過領域とでの光学作用の差を低減することができる。
【００８３】
　また、透過領域における液晶層１３の層厚が反射領域における液晶層１３の層厚の２倍
となるようにすれば、反射領域と透過領域とでの光学作用をほぼ等しく設定することがで
きる。これを、図１の構成を例にとって説明すれば以下の通りである。つまり、透過領域
における液晶層１３の層厚Ｔｄ、反射領域における液晶層１３の層厚Ｒｄ、カラーフィル
タ１２２の表面段差ＣＦｄが、
　　　Ｔｄ＝Ｒｄ＋ＣＦｄ（＝Ｒｄ）＝２Ｒｄ
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となるように、カラーフィルタ１２２の表面段差ＣＦｄを設定すれば、透過領域における
液晶層１３の層厚が反射領域における液晶層１３の層厚のほぼ２倍となるように設定する
ことができる。
【００８４】
　尚、上記カラーフィルタの表面段差ＣＦｄの調節のみでは、透過領域における液晶層１
３の層厚と反射領域における液晶層１３の層厚との比を適切に設定できない場合、アクテ
ィブマトリクス基板１４側においても反射領域と透過領域とで段差を設けることも可能で
ある。
【００８５】
　アクティブマトリクス基板１４側において反射領域と透過領域とで段差を設ける場合の
構成を図７に示す。この場合、透明基板１４１上に形成される透明絶縁層１４６は、反射
領域にのみ対応して形成される。そして、透明電極１４７は透明絶縁層１４６によって発
生する段差の下部、反射電極１４８は透明絶縁層１４６によって発生する段差の上部に形
成され、これらの電極はその端部が一部重なるように形成されることで電気的に接続され
る。
【００８６】
　図７による構成では、上記透明絶縁層１４６によって、透明電極１４７と反射電極１４
８との間に表面段差Ｋｄが発生する。これにより、透過領域における液晶層１３の層厚Ｔ
ｄ、反射領域における液晶層１３の層厚Ｒｄ、カラーフィルタ１２２の表面段差ＣＦｄ、
上記表面段差Ｋｄが、
　　　Ｔｄ＝Ｒｄ＋ＣＦｄ＋Ｋｄ
となるように、表面段差ＣＦｄおよびＫｄを設定すれば、透過領域における液晶層１３の
層厚が反射領域における液晶層１３の層厚のほぼ２倍となるように設定することができる
。
【００８７】
　尚、図７の構成では、対向基板１２において用いられるカラーフィルタが、図６に示す
カラーフィルタ１２６である場合を例示しているが、図１に示すカラーフィルタ１２２や
図５に示すカラーフィルタ１２５が用いられる構成であってもよい。
【００８８】
　以上のように、本実施の形態に係る反射透過型液晶表示パネルは、反射領域に対応する
箇所にのみディフューザー処理が施されていることを特徴としている。これにより、透過
領域においてはディフューザー処理による散乱効果が生じないため、表示光における直進
性が阻害されず良好な３Ｄ表示性能を得ることができ、２Ｄ表示におけるモワレ防止と良
好な３Ｄ表示とを同時に実現することができる。
【００８９】
　また、液晶表示パネルにおいては、表示面側の最外層に偏光板が配置される。そして、
上記偏光板表面において外光の写り込みを回避するため、通常は、該偏光板表面にＡＧ（
Anti-Glare）処理やＡＲ（Anti-Reflection）処理が施される。
【００９０】
　しかしながら、上記ＡＧ処理は、偏光板表面に微細な凹凸を形成して光の散乱効果によ
って写り込みを解消する手法であるため、３Ｄ表示性能において多大な悪影響を与える点
はディフューザー処理と同様である。したがって、３Ｄ表示を行う液晶表示パネルでは、
偏光板表面における外光の写り込み防止には、ＡＲ処理を用いることが好ましい。
【００９１】
　以上に説明したような本発明の反射透過型液晶表示パネルを、図２に示す表示用液晶パ
ネル１０として用い、さらに、パターン化位相差板２０やスイッチング液晶パネル３０と
組み合わせることによって本発明に係る２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表示パネルが構成される。
また、上記２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表示パネルに対して、駆動回路やバックライト等を実装
することで２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表示装置が提供される。
【００９２】
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　尚、上述の説明では、本発明を２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表示パネルに適用した場合を例示
したが、本発明に係る液晶表示パネルでは、第１の表示状態において異なる視野角にて分
離される画像は、右目用画像及び左目用画像のように相互の関連を必要とされるものだけ
ではなく、本発明に係る液晶表示パネルは２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表示パネルに限定される
ものではない。
【００９３】
　例えば、本発明に係る液晶表示パネルは、第１の表示状態では視差バリア手段によって
分離される第１の表示領域および第２の表示領域のそれぞれに異なる映像ソースを表示す
る画面表示を行い、第２の表示状態時では全画面領域で同一の映像ソースを表示する画面
表示を行うような液晶表示パネルに適用することも可能である。
【００９４】
　このような液晶表示パネルでも、表示用液晶パネルに本発明の反射透過型液晶表示パネ
ルを適用することで、第１の表示状態においては分離される２つの映像を明瞭に表示でき
、第２の表示状態においてはモワレの発生しない良好な表示を実現することができる。
【００９５】
　このような液晶表示パネルの使用法の一例として、自動車の運転席のドライバーにカー
ナビゲーションシステムの映像を表示し、かつ助手席の同乗者にテレビ放送の映像を表示
するような表示装置への利用が考えられる。複数の観察者に異なる映像を表示する場合に
は、それぞれの画素を透過した光が、所定の距離をおいた複数の観察者のそれぞれが観察
すべき映像として分離できるように、視差バリアの遮光部と透過部の配置パターンを適宜
設定すればよい。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】本発明の一実施形態を示すものであり、反射透過型液晶表示パネルの概略構成を
示す断面図である。
【図２】上記反射透過型液晶表示パネルを表示用液晶パネルとして用いる２Ｄ／３Ｄ切替
型液晶表示パネルの概略構成を示す断面図である。
【図３】上記２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表示パネルで用いられるパターン化位相差板の構成を
示すものであり、図３（ａ）は断面図、図３（ｂ）は平面図である。
【図４】上記２Ｄ／３Ｄ切替型液晶表示パネルにおける各構成部材の光学軸の方向を示す
図である。
【図５】本発明の反射透過型液晶表示パネルの変形例を示す断面図である。
【図６】本発明の反射透過型液晶表示パネルの他の変形例を示す断面図である。
【図７】本発明の反射透過型液晶表示パネルのさらに他の変形例を示す断面図である。
【図８】３Ｄ表示原理を示すものであり、図８（ａ）は視野バリアによる視野角の付与効
果を示す図、図８（ｂ）は３Ｄ表示画面の観察領域を示す図である。
【図９】反射透過型液晶表示パネルに用いられるアクティブマトリクス基板の構成例を示
す平面図である。
【符号の説明】
【００９７】
１０　　表示用液晶パネル（表示画像生成手段）
１５　　　　　　　　　　　　　第２の偏光板（視差バリア手段）
２０　　　　　　　　　　　　　パターン化位相差板（視差バリア手段）
３０　　　　　　　　　　　　　スイッチング液晶パネル（切替手段）
１２２・１２５・１２６　　　　カラーフィルタ
１２２ａ・１２５ａ・１２６ａ　着色層
１２２ｂ・１２５ｃ・１２６ｂ　透明層（ディフューザー処理層）
１４３　　　　　　　　　　　　透過電極
１４４　　　　　　　　　　　　反射電極
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摘要(译)

要解决的问题：在具有2D / 3D切换功能和反射反射功能的液晶显示面板
中，在2D显示中同时实现防止莫尔条纹和良好的3D显示。 在用作2D / 
3D开关型液晶显示板中的显示液晶板的反射/透射型液晶显示板中，具有
着色层122a和透明层122b的滤色器122设置在对置基板12上。透明层
122b形成为仅与有源矩阵基板14的反射区域（反射电极144的形成区
域）相对，并且透明层122b还用作漫射器处理层。 点域1
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